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【概要】 

 人間の耳に聴こえない 20KHz 以上の高周波成分を豊富に含む音は、人間の身体と心の健康をつかさどる脳の

深い部分（基幹脳）を活性化し、それを聴く人に快適感をもたらす効果（ハイパーソニック・エフェクト）の存

在を（上述の研究経過で言及したように）前提として、「不気味の谷」現象が視覚面と並んで音の認識の場面に

も現れるのかを実証的に確かめることが中心的な研究テーマである。 

【研究内容】 

可聴域を超える高周波成分を豊富に含む音を聞いているときには、それを含まない音を聞いている時に比較し

て、視床および脳幹の血流が有意に増加し、またその活性と有意に相関して脳波後頭部優位律動のパワーが増大

することを研究してきた。 さらにこの現象の時間特性を考慮して音質評価実験を行うと、高い有意性と再現性

をもって音質差が知覚されうることを実証的な方向で考えてきた。  こうした一連の現象はハイパーソニッ

ク・エフェクトと名づけられ、音響工学分野で現在世界的なトピックスになっているＳＡＣＤおよびＤＶＤオー

ディオの市場化をはじめとするハイデフィニッション・オーディオ規格開発の導火線となってきたが、個人的に

は「ロボットとの効果的なコミュニケーションの実現」をメインテーマに置き、人間の脳で音がどのように処理

されているかということに焦点を当てている。 

こういった研究の過程で、以下の研究目的で述べる「不気味の谷」という現象に突き当たった。 「不気味の谷」

現象とは、人間のロボットに対する感情的反応は、ロボットがその外観や動作においてより人間らしく作られる

ようになるにつれ、より好感的、共感的になっていくが、ある時点で突然強い嫌悪感に変わる。 人間の外観や

動作と見分けがつかなくなると再びより強い好感に転じ、人間と同じような親近感を覚えるようになる、という

ものである。 「不気味の谷」現象は「人間に近く」見えるロボットに対して感情的反応が否定的になっている

部分である。 このような、外見と動作が「人間にきわめて近い」ロボットと「人間と全く同じ」ロボットによ

って引き起こされる嫌悪感の差を不気味の谷と呼ぶ。 この現象は主に視覚的な側面を強調するものだが、ロボ

ットを人間の音の認識のレベルに近づけるに従って、自然なコミュニケーションという観点から見ると、人間側

に不自然さを感じ始めることが認められ始めた。 こういった研究経過を受け、上記の研究テーマを次の今後の

研究内容に設定した。 
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